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平成２０年６月６日（金）八尾市文化会館（プ

リズムホール）に於いて、平成２０年度大阪府

支援教育研究会中河内支部総会が行われまし

た。多根井支部長の挨拶の後、平成１９年度事

業報告、会計報告、会計監査報告が承認されま

した。また会の名称についての規約改正の提案

があり、大阪府養護教育研究会中河内支部は大

阪府支援教育研究会中河内支部に変更されるこ

東大阪市支援教育研究会が主催する林間学

舎が 6 月 2 日から 6 月 18 日までの間に、

５ブロックに分かれて生駒山麓ふれあいセ

ンターで行われました。今年度は、小中学

校を合わせて、52 校が参加し、児童生徒数

は約 240 名となり、引率者も合わせると

380 名以上が１泊２日の校外学習を楽しみ

とになりました。その後平成２０年度支部役員の選出経過報告があり、東新支部長の挨拶が

ありました。事業計画案等の審議の後、京都ノートルダム女子大学教授 藤川洋子先生の「発

達障がいと少年非行」～学校で求められること～の記念講演がありました。非行を通して見

えることやいじめと問題行動についてなど事例を紹介しながらのわかりやすいお話に参加者

は聞き入っていました。 

ました。 
ふれあいセンターは生駒山の中腹にあり、児童たちは自然の中で散歩したり、ザリガニとりを

したり、アスレチックで遊んだりしていました。館内には温水プールもあり、水中に潜ったり、

ビート板を持って泳いだりして、大はしゃぎでした。大広間で開校式やレクリエーションが行

われ、子どもたちは自分の学校や名前を紹介し合ったり、たくさんのお友達と一緒に歌ったり、

踊ったりして、他校の子どもたちとも交流を深めました。 
２日目の閉校式では、「みんな仲よく遊んだね」という言葉をもらい、「来年も元気で会おうね」

と全員に声かけをしながら楽しかった林間が終わりました。 


